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「～京の伝統文化と水神さまの源流を辿る～」 

 講演者：吉田重光  技術士（上下水道部門） 

           前京都市上下水道局技術長  一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会顧問   

1. はじめに 

本年は、現存最古の古典歴史書「古事記」撰上（712）から千三百周年にあたる。日吉神社（京

都府）宮司の立場でもあり、古来神話伝説を始めとする歴史的意味合い（天地神祇、瑞穂の国、

仏教伝来、水神さま伝説など）や伝統文化の継承、京の水文化について考察した。 

2.国づくりと平安京・遣隋使 遣唐使など 

 日本の国づくりは紀元 3 世紀以降、古墳時代に倭の国による建国から始まり、４～７世紀に大

陸と往来した渡来人が養蚕、鍛冶、醸造などの技術文化を持ち込んだことが建国の礎になったと

いわれている。歴史を遡れば遣隋使・遣唐使(607～894)が、日本の国づくりに大きく貢献。大化の

改新(645)に始り、難波宮 653（大阪市)、飛鳥河辺行宮 653（明日香村）、近江大津宮 667（大津市）、

飛鳥浄御原宮 673（明日香村)、藤原京 694（橿原市）、大宝律令制定 701、平城京 710（奈良市）、恭

仁宮 741（木津川市）、紫香楽宮 745・4 ヶ月（甲賀市）、平城京復都 745、長岡京 784（長岡京市)、

平安遷都 794（京都市）へと変遷。戦乱の世を経て江戸幕末を迎え、慶応３年（1868 ）徳川慶喜の

大政奉還、王政復古の大号令、慶応 4 年（1869）5 月戊辰の役終わり、9 月東京奠都（遷都）明治改

元。平安京は、実に 1,075 年に亘り栄華を極めた。 

3. 京の水文化について 

 京都の水文化は、恵みの水、怖い水と言われ、あばれ川と呼ばれた鴨川の洪水歴史と深く関わ

っており、京都周辺は平安京造営以前は湿地帯が多く、人口河川が整備され都が造られた。江戸

幕末から明治維新の文明開化、水系感染症の蔓延など、いつの時代でも、先人たちは水と深く関

わり、知恵と工夫を凝らしながら都を守ってきた。京の伝統文化には、大堰川や高瀬川及び淀川

水運での材木、米、薪炭など輸送による商業繁栄も深く関わっている。 

4. 京の伝統文化・水神さまの源流について 

京の伝統文化として①京都三大祭（葵祭、祇園祭、時代祭）②京都三大奇祭（今宮やすらい祭、

太秦牛祭、鞍馬火祭）③京都三大火祭（五山送り火祭、嵯峨お松明祭、鞍馬火祭）が有名。水に

関るものとして貴船神社の①雨乞い祭②貴船祭③水祭④御火焚祭などが有り、水と非常に関わり

が深い。水神さまとして、古代中国では､龍は想像上の霊獣、日本では水神の化身と言われ、大地

が旱魃となれば淵から出現して昇天し、時には暴れて洪水を起こすので「水の神さま」とされた。 

京の地下水源泉と言われる貴船神社では、高い所から水を湧き出す「高龗神」（たかおかみのかみ）

が祈雨を、また谷底から湧き出す「闇龗神」（くらおかみのかみ）が祈晴を司る水神といわれている。

この「龗」の字は、龍神信仰を表し雨冠に、祭壇の供物「口口口」と、龍を合成した文字となってい

る。このように現代科学技術の世界にあっても、伝統文化は脈々と活き続け、精神面での人々の支え

となっている。 

5. むすび 

 京都には、神社仏閣が多く存在し、伝統文化の根底をなしている。又、地域社会や集団内で広

くお祭が執り行われ伝統文化が継承されている。また、人間の営みと生み出された成果全てが伝

統文化である。昨今、パワー・スポットとして注目されており、お参りすると何らかの力をもら

えるという「心の拠り所」といわれている。長年、京の水道に携わり蛇口の向こう側は知り尽くし

たが、正直なところ平安京の向こうに何があったのか気に留めなかった。このたび水神さまの歴史を

辿ってみて、改めて温故知新と伝統文化の継承の大切さを痛感した。 
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